
活動名
言語教育 ×文化交流でつながる地域

団体名 Harmony Sisters Network

活動期間2025年7月～2025年㋁
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1．団体紹介：HARMONY SISTERS NETWORK (HSN)

２０２0年１月 発足 任意団体
代表： 春成 カディージャ

we work towards building a more inclusive and harmonious world for everyone
「人々が、アイデンティティを認め・認められながら、
社会の一員として社会に貢献し、生き生きと暮らす日々を実現する」

OUR MISSIONS:  SIX PILLARS

- Mental Health and Well-being for women and Children

- Education and Skill Development for Women  and Children

- Leadership Skills and Opportunitities for Women and Children 

- Advocacy and Awareness

- Networking

- Resourcing

満足感の不足、更年期障害等へのケア
教育支援・就職支援
進路相談・活動機会

講演会などによる啓蒙活動
他団体や企業とのコラボレーション
寄付金・収益事業



２．解決したい課題とその背景

• 地域的背景：館林市

• 居住人口: 約400人のロヒンギャが館林市に居住。

• 生活環境: 言語や文化の違いによる困難を抱え、特に子供
と母親が直面する課題が顕著。

• 社会的背景と課題

• 言語的障壁: ロヒンギャおよびミャンマー系の子供たちが
教育と社会参加において直面している言語障壁。

• 社会的孤立: 外国人女性が日本で直面する孤立感と、それ
に伴う社会的・心理的な支援の必要、地域との接点をつ
くる機会が必要。

• 教育の重要性: 多言語環境の中で子供たちのアイデンティ
ティと未来を守るための教育が必要。

• コミュニティの形成: 外国人女性に対する継続的な支援と
コミュニティ形成の促進が求められる。



３．活動の内容（ロヒンギャ語・ミャンマー語の教室）
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３．活動の内容 （地域と文化交流会）



４．目標の達成度とその効果
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目標
•母語教育を通じたアイデンティティ形成
•自己肯定感の向上
•地域住民との交流機会の創出
•多文化共生への理解促進

達成の成果
•母語・文化への理解が向上し、自信が育まれた
•発言・表現力が向上し、主体的な姿勢が見られた

•家庭内での母語使用が増え、親子のコミュニケー
ションが改善
•地域住民との交流が生まれ、多文化理解が促進
•新たな参加者・支援者の獲得につながった



５．新たにみえた課題とその対応と今後の計画

①オンラインのみでの学習の限界

課題：理解不足（特に文字の書き方など）

対策：土曜日に対面授業を追加し、実技的な
学習を補強

②欠席が多い子どもの学習遅れ

課題：学習の継続性に差が生じる

対策：対面での個別・集中的フォローを実施

➂交流イベントの会場確保の難しさ

課題：適切な会場探しに時間がかかる

対策：次回は早い段階から会場確保を開始
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